






 

 

夜間景観を形成していくうえで、特に重要となる６つのエリア 

第３章 中心市街地の夜間景観の方向性・方針 
〈方向性①〉高松ならではの独創的で魅力的な光をつくる 

〈方向性②〉市民も観光客も、世界レベルのナイトライフを楽しめるエリアを育む 

〈方向性③〉民間事業者と行政などが連携し、未来に向かって夜景を育み続ける 

①サンポート高松（水辺） 

【夜間景観の方針】 

・トワイライトから夜にかけて、淡く変化していく空と海を見なが

らゆったりと特別な時間を過ごすことができる海辺で、海面に映

る陰影の利いたまちの光がアクセントとして添えられるような、

きらめく水辺の夜間景観の形成を目指します。 

【光の方針】 

・フェリーなどの海上や遠方から望める、ビル群の光のスカイライ

ンを形成します。 

・魅力的なシンボルとなるよう、港らしい施設を照らします。 

・施設のライトアップや低位置の光により陰影をつくります。 

・水際の施設を照らすことで、水面に映り込む光をつくります。 

 

②サンポート高松（市街地） 

【夜間景観の方針】 

・市街地とアリーナ・港を行き来する人や、

シンボルタワーなどの夜景を楽しむ人

などが、ライトアップされたビルや木々

などの都会的な演出を楽しめる、華やか

な夜間景観の形成を目指します。 

【光の方針】 

・建物の低層階はファサードや看板を華や

かに照らし、回遊を促す光をつくります。 

・公共施設なども含め、閉館した後も内部からの光が漏れ出るようにし、温かい表

情を演出します。 

・人々が集まる広場には、陰影のある明るさを創出します。 

 

③高松城跡 

【夜間景観の方針】 

・海城の石垣や樹木をはじめとする固

有な資源を、シンボリックに照らし、

歴史文化の核として風格と威厳が

感じられる夜間景観の形成を目指

します。 

【光の方針】 

・石垣や、公園の外側から見える樹木

を、風格を感じさせる光で浮かび上

がらせます。 

・鞘橋や門、北側の櫓などを、威厳を感

じさせる光でライトアップします。 

 

④中央通り 

【夜間景観の方針】 

・主要なエリアをつなぐメインルートとして、市民にとって大

切なクスノキなどの街路樹のライトアップにより、大通りに

沿って真直ぐの、光を連ね、沿道の建物の光とあいまって人

を快適に導く夜間景観の形成を目指します。 

【光の方針】 

・クスノキなどの街路樹を照らし、鉛直面の明るさ感につなが

る連続的な光をつくります。 

・沿道の建物からの漏れ光や壁面の照明などにより、歩道空間

を照らします。 

⑤商店街 

【夜間景観の方針】 

・商店が集積するにぎやかな界隈で

は、買い物や飲食の楽しさに加えて、

夜には店舗ごとの工夫が凝らされ

た光の演出が上乗せされることに

より、ナイトライフが楽しめるにぎ

やかな夜間景観の形成を目指しま

す。 

 

【光の方針】 

・ベンチなど滞留のため空間は、心地よい陰影のある光をつくります。 

・商店街の空間は、アーケード屋根への間接照明により明るさ感を創出すると

共に、下方向への照明を最適化することで店舗の光を引き立てます。 

・店舗からの漏れ光や看板照明でにぎわいを演出し、閉店後や休業日でも夜間

は照明をつけたままにし、にぎわいの光が途切れないように配慮します。 

 

⑥中央公園 

【夜間景観の方針】 

・当該公園の再整備に当たり、光に

よって浮かび上がる木々とその影が

魅力的な陰影をつくりだすことで、

夜の散歩を楽しみ、安心してくつろ

げる、心地よい落ち着いた夜間景観

の形成を目指します。 

 

【光の方針】 

・安全に散歩できるように、園路に沿って足元を照らします。 

・木々のライトアップにより、鉛直面の明るさ感を創出し、心地よさと安心感を

創出します。 

・居心地よい空間を演出するため、柔らかい光をつくります。 

・滞留する広場などには、陰影のある明るさ感を創出するため、ポールスポット

ライトなどで照らします。 
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